
   平成２３年度前期 保護者対象アンケート項目別集計分布表              平成２３年度前期実施の『学校評価アンケート実現度』の割合   

                                                                               （％） 

番号 項 目 内 容 対象者 １ ２ ３ ４ 

① 子どもが気持ちの良い挨拶ができること 
児童 ５１ ３９ ９ １ 

保護者 １３ ５５ ３０ ２ 

② 
子どもが校内外を問わず，きまりや約束を守って生活する

こと 

児童 ４３ ４７ ８ ２ 

保護者 ２０ ６７ １２ １ 

③ 子どもに思いやりのある優しい心が育っていること 
児童 ４８ ４２ ８ ２ 

保護者 ２８ ６４ ８ ０ 

④ 
子どもが物を大切にし，整理整頓を心がけること 

児童 ６３ ２８ ８ １ 

保護者 ８ ３４ ４７ １１ 

⑤ 
子どもに基礎的・基本的な学力が身につくこと 

児童 ５８ ３４ ６ ２ 

保護者 ２２ ６５ １２ １ 

⑥ 
子どもが毎日楽しく学校生活を送ること 

児童 ６６ ２５ ７ ２ 

保護者 ５０ ４８ ２ ０ 

⑦ 
子どもが読書に親しみ楽しんで本を読むこと 

児童 ５６ ２４ １３ ７ 

保護者 ３１ ３９ ２６ ４ 

⑧ 
子どもが宿題をはじめとする家庭での学習習慣がつくこと 

児童 ６５ ２０ １１ ４ 

保護者 ２８ ５５ １４ ３ 

⑨ 
子どもが健康で体力のある子どもに育つこと 

児童 ７１ ２１ ５ ３ 

保護者 ４２ ５３ ５ ０ 

⑩ 子どもが安全に留意した行動をとろうとすること 
児童 ５５ ３５ ６ ４ 

保護者 ２０ ６７ １２ １ 

⑪ 学校が教育方針や取組について，家庭にわかりやすく伝え

ること 
保護者 ２３ ６９ ７ １ 

⑫ 学校便りやホームページで学校の様子やお知らせ等をわか

りやすく伝えること 
保護者 ２９ ６５ ５ １ 

⑬ 子どもが様々な学校行事を楽しみにし，その取り組みを通

して達成感を感じること 
保護者 ３８ ５８ ４ ０ 

⑭ 子どもが「早寝・早起き・朝ごはん」をはじめとする基本

的生活習慣の確立ができていること 
保護者 ２９ ５２ １７ ２ 

＊ 項目の数字：「1」は「よくできている」 「２」は，「大体できている」  

「３」は「あまりできていない」 「４」は「できていない」 

＊ 項目内容につては，保護者アンケートで使用した言葉を記述しています。 

☆ 同じ項目であっても，子どもの評価と保護者の評価では，数値にひらきが見られますが，

それぞれの項目に対する基準の違いや学校と家での違いがあるのではないでしょうか。 
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実現度 

重要度低 

低 

高 

社会性を高め，学力の向上を図る 

川岡小学校の魅力の部分 

以前よりずいぶん良

くなってきています 

＜選書会＞ 川岡小学校の課題の部分 

学校評議員の皆様方から 

基礎的・基本的な学力がさらに身につくことを目指した授業を進め，ジョイントプログラムやプレジョイント

プログラム等で確認をすることが大切です。そして，生活習慣の見直しとして「生活習慣調べ」を実施すること

で，子どもにあった生活リズムが身につくことを願っています。挨拶やきまりは以前より大変よくなっています。


